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　次の をうめよ。

⑴�　（x＋y）（x−y）（x 2＋y 2）を展開すると となる。

⑵　不等式 x＋4
3 ＞ 4x＋3

6 ＋1 を解くと となる。

⑶�　2 次関数 y＝x 2−2x＋4 のグラフを x軸方向に 2，y軸方向に－ 2 だけ平行移動 

したグラフの方程式は y＝ となる。 

⑷　m，nは自然数である。

　mnが偶数であることは，mが偶数であるための 。

　　空欄に適するものを，次の選択肢 ① ～ ④ の中から番号で選び，答えよ。

　　①　必要十分条件である

　　②　必要条件であるが十分条件ではない

　　③　十分条件であるが必要条件ではない

　　④　必要条件でも十分条件でもない

⑸　0°≦θ≦180°とする。tanθ＝－ 2 のとき，cosθ＝ である。

　実数 x，yは（2＋√—3）x＝2，xy＝4 を満たしている。このとき，次の問いに答えよ。

⑴　x，yの値をそれぞれ求めよ。ただし，分母は有理化すること。

⑵　√—x 2−4x＋4＋√—y 2−6y＋9 の値を求めよ。 

⑶　x 2＋y 2，x 3＋y 3 の値をそれぞれ求めよ。

⑷　 y3

x 2 ＋ x3

y 2 の値を求めよ。

１

２

□１，□２，□３，□４は全員解答すること。
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　2 次関数 y＝ f（x）のグラフは頂点が（2，1）で，点（－1，10）を通る。このとき，

次の問いに答えよ。

⑴　関数 f（x）を求めよ。

⑵　0≦x≦3 における関数 f（x）の最大値を求めよ。また，そのときの xの値を求めよ。

⑶　0≦x≦ tにおける関数 f（x）の最大値をM，最小値をmとする。

　ただし，t は正の定数とする。 

　ア　Mを tを用いて表せ。 

　イ　M＋m＝7 となる tの値を求めよ。

　AB＝3，BC＝7，CA＝5 である△ABC がある。このとき，次の問いに答えよ。

⑴　∠BAC の大きさを求めよ。

⑵　△ABC の外接円の半径 Rを求めよ。また，△ABC の面積を求めよ。

⑶　△ABC の外接円上の点 A を含まない弧 BC 上に，CD＝5 となるような点 D をとる。

　このとき，線分 AD と線分 BC の交点を E とする。

　ア　線分 BD の長さを求めよ。また，sin ∠BAD を求めよ。

　イ　線分 AE の長さを求めよ。

３

４

□５，□６，□７の問題は裏面にあります。
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　2 つの不等式

　　￨x−1￨＜3　　　　　 … ①

　　x 2＋（3−a）x−3a≧0 … ② 

がある。ただし，aは定数とする。このとき，次の問いに答えよ。

⑴　不等式 ① を解け。

⑵�　a＝2 のとき，不等式 ② を解け。また，このとき ①，② をともに満たす xの値の

範囲を求めよ。

⑶　不等式 ② を解け。

⑷　①，② をともに満たす整数 xがただ１つ存在するとき，aの値の範囲を求めよ。

　座標平面上の点 P は，さいころを 1 回投げたとき，1，2 の目が出れば x軸の正の

方向に 1 だけ進み，3，4，5，6 の目が出れば y軸の正の方向に 1 だけ進むものとす

る。最初，点 P は原点にあるものとし，さいころを 5 回投げて，点 P を移動させる。 

このとき，次の問いに答えよ。

⑴　（5，0）に到達する確率を求めよ。

⑵　（2，3）に到達する確率を求めよ。

⑶　（1，1）を通過して（2，3）に到達する確率を求めよ。

⑷　（1，1）または（2，2）を通り，（2，3）に到達する確率を求めよ。 

　右の図のように，AB＝9，BC＝10，CA＝6 の△ABC があり，∠A の二等分線と 

辺 BC の交点を D とする。また，点 A を通り点 D で辺 BC に接する円と，２辺 AB，

AC との交点をそれぞれ E，F とする。ただし，E，F は A と異なる点とする。

このとき，次の問いに答えよ。

⑴　線分 BD の長さを求めよ。

⑵　線分 BE の長さを求めよ。

⑶　BC//EF を示せ。

⑷　線分 AD と線分 EF の交点を G，直線 CG と線分 AB の交点を H とする。

　　△AHC と△BHC の面積比を最も簡単な整数の比で表せ。

５

６

７

□５，□６，□７は選択問題である。このうち１題解答すること。
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